
                                          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1964年（昭和 39年）、

日本国中が東京オリン

ピックの歓喜に沸き立

つ中、宮永は日本の伝 

統芸能である能に着目

しました。「油彩画でも

って『能』自体の重厚さ

を出せまいかと思った」

と宮永自身が語ってい

る通り、作品制作にあ

たり能楽堂へ何十回も

通ったといいます。 

本作品の演目『道成

寺』は恋い慕う男に裏切られたと思い込んで毒蛇に化

した女の物語です。右上に線で表現されているのは鐘。

見せ場は、演者が恨みの籠った鐘に入る前に、小鼓に

合わせ乱拍子を激しく舞う場面です。 

 大胆な省略と色面分割により、能装束や背景は単純

な線や面で描かれており、能の持つ静と動を巧みに醸

し出しています。本展では他に『恋の重荷』、『高砂』

と、能の連作を展示しています。この機会に、豪華絢

爛な美人画とはまた趣の異なる荘厳な能の世界を御

堪能ください。 

蘭の会 書道展 

11月 5日（金）～11月 7日（日） 
10:00～17:00  （最終日 16：00まで） 

濃墨・淡墨・彩墨を使っての書道作品を展示いたします。御来場 

いただけると幸いです。 

 

佐藤庄一 油彩・水彩画展 

11月 10日（水）～11月 13日（土） 
10:30～16:30  （最終日 16：00まで） 

ネパール、カンボジアおよび日本の風景を描いた油彩・水彩画

を展示します。 

 

隼田裕 木版画展 

11月 27日（土）～11月 28日（日） 
10:00～17:00  （最終日 15：00まで） 

多色刷りの木版画です。定年後からこつこつ作りためた作品 37

点を米寿の記念に展示いたします。 

 

第 12 回鶴巻デジタル写真教室 写真展 

11月 30日（火）～12月 5日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00から 最終日 16：00まで） 

その時々の被写体の表情を楽しみながら写しとったものです。

ぜひ楽しんで見てください。 

  
 

 
１2月の市民ギャラリー展覧会の予定 

写楽クラブ 

12月 7日（火）～12月 12日（日） 

 日本画府 写真部 

12月 14日（火）～12月 19日（日） 

フォトやまゆり 

12月 21日（火）～12月 26日（日） 
観覧料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

油彩・キャンバス 1965年 80F 

常設展示室  市民ギャラリーの御案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

《道成寺前乱拍子 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅から 
徒歩 2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間 150円、以降 30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

展示作品より今月の一点 
 

 

展示作品より今月の

一点 

 

※ 11月 2日(火)から 2022年 5月分までの予約を受け付けて

います。 

※ 新型コロナ感染症の影響により、変更になる場合があり       

ます。お気軽に美術館にお問い合わせください。 

開館２０周年記念展示 

11 2021    月 

11月の休館日 ： 1日(月) 8日(月) 15日（月） 22日（月） 29日（月） 

           
 

 

開館 20周年記念講演会＆コンサート 

 
 10月9日（土）13：00～15：15、開館 20 周年を記

念し、宮永辰夫氏による講演と、テノールと

ピアノのデュオ（ヴェンティチェッロ）によ

るコンサートを開催しました。宮永画伯の楽

しいエピソードと作品の解説を聞いた後、美

しい歌声とピアノの音色に酔いしれました。 

 

 

  


